
遠隔教育の分類および学習効果

類 型 分 類 学習効果

教師支援型 専門家とつないだ遠隔学習
･専門家から直接指導を受けることができる。

･より専門的な内容を学習することができる。

･生徒の学習意欲が向上する。

合同授業型

遠隔交流学習
･異なる環境で学ぶ同世代の仲間と交流できる。

･他校の状況や様子を把握できる。

･社会性やコミュニケーション力が養われる。

遠隔合同授業

･多様な意見や考えに触れられる。

･友達との話合いや議論を通じて、自分の考えを深められる。

･他校の状況や様子について把握できる。

･学習活動の規模が広がる。

･学習意欲や相手意識が高まる。

教科・科目充実型 教科・科目充実型の遠隔授業
･小規模校でも生徒の科目選択の幅を維持することができる。

※同時に授業を受ける生徒は、原則として40人以下とする。
文部科学省「遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版」より作成

《研究主題》
高等学校の遠隔授業における生徒の「協働的な学び」の充実

―学校間を連携した遠隔授業モデルの構築を通して―

私はこれまで司会をすることが多かったが、Ｂ校の人が進めてく
れる中で、よりよい進め方を学ぶことができた。

A校の人たちの意見は、私たちとは違った視点で考えられたもの
があり、普段見えてなかったことに気付くことができた。

Ａ校の生徒 Ｂ校の生徒

Ⅰ 遠 隔 教 育 を 知 る

令和４年度 遠隔教育に関する研究
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Ⅱ  遠 隔 授 業 づ く り の ポ イ ン ト

遠隔教育を実施したい目的に応じてシートを選択し、実施日や時程の調整、指導計画の作成やＩＣＴ機器の
操作方法の確認を行うことで、遠隔教育の学習効果を踏まえた授業づくりを行うことができます。

専門家から話を聞いてみたい！

遠隔教育を授業に取り入れたい！

一つの教科だけではなくて教科を
横断して連携したい！

年間を通して○○学校と接続して
生徒の学びを深めたい！

授業の一部に遠隔授業を取り入れ
たい！

授業の中で効果的にＩＣＴ機器を使
いたい！

接続時における音声等の確認方法やルールを決めておき、指導者および生徒へ共有しておくことで、円滑に
授業を展開することができます。

接続状態に不具合がある場合、相手に伝える手段を準備しておく

授業の途中から接続する場合は、開始のタイミングを知らせる手段を決めておく

発言する人は手を挙げて発言する

発言時以外は、原則マイクをＯＦＦにする

接続開始時

接続確認の際には、音声が届いていないことも考えられるため、チャットや右の図のような
カードで自校の様子を伝えられるようにしておくと、接続確認が容易になります。

接続前に生徒へ指示を行う場合や授業の途中から接続する場合、開始のタイミングを音声で知
らせると相手校の授業進行に影響がでることがあります。そのため、相手校の指導者の接続の
可否の連絡は、チャットを用いたり、カメラの前に右のようなカードを置いておいたりするこ
とで、相手校へ自校の様子を知らせることができます。

接続されたら手を振り、声を出して挨拶をする
手を振ることで映像の確認が、声を出して挨拶することで音声の確認ができます。接続確認の
時間を短縮し、授業時間を確保するだけでなく、接続相手との対話を進めやすくなります。

カメラをＯＮにして議論や対話を行っていても、画面上では誰が話し
出すのか判断がつきにくいことがあります。手を挙げて発言すること
で、発言する人が明確になり、円滑なコミュニケーションを行うこと
ができます。

ヘッドセットは使用者の音声以外を集音することがあります。対話の
妨げになることも考えられるため、発言時以外(指導者の指示の時間も
含む)は、原則マイクをＯＦＦにします。

✔

✔

✔

✔

✔

映像・音声確認時

議論・対話時

接続確認の際に手を振り、挨拶をする様子

本研究で使用したカード

１．シートを活用することによる遠隔教育の学習効果を取り入れた授業計画の作成

２．授業を進めるためのルールの設定

「らくらくつなぐシート」で記入した内
容を基に、より詳細な授業計画を立てる。

学習活動
指導上の
留意点

ICTの
操作方法

がっちり授業デザインシート

長期的に連携して遠隔授業を行う際の目
標や学習内容等の計画を立てる。

各授業の教科
単元・項目・題材名等

本時の目標

なが～くつなぐシート

遠隔授業を実施するにあたり、連携先と
の共有が必要な情報を整理する。

➎連携先の情報

➊接続する教科、
単元、学習内容

➋本時の重点目標

➌達成したいこと

➍学習活動

➏時程

➊

➋

➌

➍

➎ ➏

らくらくつなぐシート
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Ⅱ  遠 隔 授 業 づ く り の ポ イ ン ト

遠隔授業を実施するうえで必要となるＩＣＴ機器の操作方法やトラブルが起きた際の対処方法について、事前に生徒
に示したり、指導をしたりすることで、円滑に授業を実施することができます。
本研究では生徒用の「遠隔授業に向けた基本操作マニュアル」と、指導者用の「Microsoft Teamsトラブル対応

マニュアル」を作成し、配付したうえで遠隔授業を実施しました。

◇Microsoft Teamsの操作場面
・ファイルの呼び出し
・新規投稿、返信

◇遠隔での対話場面
・カメラ、マイクの操作(ＯＮ・ＯＦＦ)

◇協働制作場面
・画像の保存・貼り付け
・スクリーンショット
・テキストボックスの挿入

本研究でMicrosoft Teamsの会議機能を用いて遠隔授業を実施する際に行った設定を、学習の場面別に下の表に
まとめました。実施したい学習の場面に応じて、授業前に設定を行います。
本研究では指導者用の「Microsoft Teams ブレークアウトルーム操作マニュアル」を作成し、設定を行いました。

本研究で行った設定

【会議の設定】
・日時
・必須出席者の追加
・会議を開くチャネルの追加

【ブレークアウトルームの設定】
・ルームの作成
・各ルームへの出席者の割り当て

【会議のオプションの設定】
・会議へ入室する際の、主催者による許可の有無
・共同開催者の選択
・出席者によるカメラ、マイク操作(ON・OFF)の可否

学
習
の
場
面

講義 〇

対話 〇 〇 〇

発表 〇

＜入室許可について＞
会議を設定した段階では、生徒が自由に会議へ入室でき
る状態となっています。授業時間以外には、入室する際
に主催者の許可が必要となるよう設定しておくことで、
生徒の入室を制限することができ、トラブルを防止する
ことができます。授業が始まる前に、主催者による許可
が不要な設定に変更することで、指導者が生徒一人ひと
りに入室の許可を出す必要がなくなります。

◇生徒用端末におけるトラブル
・アプリが開かない
・バージョンの確認
・アップデートの確認
・自分や相手の映像がうつらない
・自分や相手の音声が聞こえない

◇ブレークアウトルームでのトラブル
・ブレークアウトルームに入れない
・ブレークアウトルームから退出してしまった

３．ICT機器の操作やトラブルの想定

４．授業前の設定

本研究で授業づくりの際に想定したトラブル一覧

本研究で授業づくりの際に想定した操作一覧
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➊スクリーン
接続先の様子、資料を映します。

➋プロジェクタ
スクリーンへ映像を映します。

➌無指向性マイク
自校の音声を接続先へ送ります。

➍スピーカー
相手校の指導者の音声を教室に出力します。

➎指導者用端末
自校の生徒への指示、相手校の指導者との連絡、ブレークアウトルームの
開始・終了の操作等を行います。

➏➐指導者用端末・ヘッドセット
ブレークアウトルーム巡回の際に使用し、生徒の様子を確認します。

➑➒生徒用端末・ヘッドセット
ブレークアウトルームの際に対話や協働制作を行います。

➓指導者用端末
ブレークアウトルームへの入室等の支援を行います。

Ⅲ  遠 隔 授 業 の 実 施

※ 一つのアカウントで複数の端末にサインインし、同じ会議に入ることはできません。

Ｂ ブレークアウトルーム用

Ａ 指示・教材提示、指導者間連携用

Ｃ ブレークアウトルーム補助用

２校の生徒がブレークアウトルー
ムで対話する様子

対話に向け、生徒個人の意見や考えを整理する機会を設定する

両校の生徒が家庭学習等で意見や考えを共有し、事前に交流できる機会を設定する

生徒が自分の意見や考えに自信をもって対話に参加することができるよう、下の図のように、個人の意見や考えを整理す
る機会を設定します。一人ひとりが自分の意見や考えを明確にしたうえで対話に臨むことで、議論や話合いが活発になり、
生徒の学びを深めることができます。

家庭学習等において、下の図のように両校の生徒が意見や考えを共有し、事前に班員の意見や考えに触れる機会を設定し
ます。そうすることで、生徒は議論や話合いの内容を明確にしたうえで授業に臨むことができ、接続時の対話を円滑に進め
ることができます。

Ａ校の生徒②

Ａ校の生徒①

Ｂ校の生徒

１．対話(議論や話合い、協働制作)のための機器配置図と各機器の役割【遠隔交流学習、遠隔合同授業】

本研究では、生徒が情報を整理しながら記入できるよう、
左の図のようなワークシートを活用し、１人１台端末を
用いて入力する活動を行いました。
その後、入力したワークシートをMicrosoft Teamsの各班
のチャネルに投稿することで、班員の意見や考えを共有
できるようにしました。

情報を整理する際に生徒が入力したワークシート

Ｂ校の生徒の意見に対してコメントしたり、アイデアを付け加えたりする様子

接続時の対話を充実させるための工夫(実践事例)

ＩＣＴ機器等の詳細を御覧になりたい方はこちら

文部科学省「遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版」
遠隔教育に使用するＩＣＴ機器等(p.8～)

＜生徒の感想＞
・Ａ校の生徒が自分の意見に対してもっとこうしたほうがいいと
言ってくれて、よりよい案を考えることができました。

・自分が考えた意見にコメントで質問や感想を書いてくれていた
のでよかったです。

・自分とは別の考えがあり、比較がしやすくてよかったです。投
稿を見比べることで、会議で話しやすくなりました。

Ａ校

Ｂ校

S

S

S
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Ａ 指導者操作用 Ｃ 発表資料提示用
※ 発表者と資料を分けて提示したい場合のみ設置してください。

⓭タブレット端末
自校の教室全体の様子を相手校へ配信します。

Ｂ 生徒発表用

２校合同の班で発表する様子

Ⅲ  遠 隔 授 業 の 実 施

生徒用端末を活用する
発表の台本をMicrosoft Teams上で作成することで、他の班員がどのような発表を行うのかを共有することができます。

また、発表時の評価にMicrosoft Formsを用いることで、結果を瞬時に共有することが可能となり、生徒にフィードバック
がしやすくなります。

カメラの画角を意識する
カメラの画角(映る範囲)を事前に確認し、発表時の生徒の立ち位置が分かるよう

に印(右の図では )を付けておきます。そうすることで、生徒は相手校でどのよ
うに見えているのかを意識しながら発表することができます。

スピーカーの配置を意識する
右の図のように、発表者の姿が見える方向と音声が聞こえてくる方向を合わせ

ることで、教室にいる生徒が相手校の生徒を意識しながら発表を聞くことができ
ます。また、スピーカーを複数台使う場合、事前にスピーカーの向きや音量の確
認をしておくことで、ハウリングを防止することができます。

相手校自校

発表時 評価時

発表を充実させるための工夫(実践事例)

機器を毎時間設置することが難しい場合は、実施する教室を
固定することで、遠隔授業を取り入れやすくなります。

Ａ校

Ｂ校

➓スクリーン
発表に必要な資料を提示する。

⓫プロジェクタ
スクリーン(➓)に映像を映す。

⓬指導者用端末
生徒の発表時や専門家の講義において必要な資料
を提示する。

➏スピーカー
マイク(➒)で集音した発表者の音声を出力します。

➐Ｗｅｂカメラ
発表者を映し、相手校へ配信します。

➑モニター
指導者用端末(➍)と接続しておくことで、自校の生
徒が発表時に相手校の同じ班の生徒を確認できるよ
うにします。

➒指向性マイク
発表者の音声を入力し、スピーカー(➏)から出力す
ることで、自校の発表者の音声が教室全体に聞こえ
るようにします。

❶スクリーン
自校の指導者の指示・発表時に相手校の生徒を
映します。

➋プロジェクタ
スクリーン(➊)へ映像を映します。

➌スピーカー
相手校の音声を大きくし、教室全体に聞こえる
ようにします。

➍指導者用端末
自校の生徒への指示、相手校の指導者との連絡
を行い、スクリーン(➊)に相手校の生徒を映し
ます。

➎無指向性マイク
自校の指導者の指示・発表時の音声を相手校へ
送ります。

評価シート
(Microsoft Forms)

発表の台本
(Microsoft Teams)

２．発表のための機器配置図と各機器の役割【遠隔交流学習、遠隔合同授業】
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授業がストップしてしまわないように、事前に指導者同士で授業
の流れを共有し、トラブルが起きた際にどうするのかについて確認
をしておきましょう。また、トラブルを想定し、代替手段を用意し
ておくことで、安心して授業に取り組むことができます。対面での
授業と同じように、周りの先生方と相談し、協力しながら、試行錯
誤を重ねていくことが大切です。

専門的な知識を得たいのか、多様な意見や考えに触れる学習活動
がしたいのか等、目的に応じて選択しましょう。また、他校の公開
授業へ参加し、他校の先生とのネットワークを広げるなど、先生方
が積極的な情報収集・発信をされることで、質の高い遠隔教育につ
ながります。

専門的な知識を得たいのか、多様な意見や考えに触れる学習活動
がしたいのか等、目的に応じて選択しましょう。また、他校の公開
授業へ参加し、他校の先生とのネットワークを広げるなど、先生方
が積極的な情報収集・発信をされることで、質の高い遠隔教育につ
ながります。

➊スクリーン
接続先の様子、資料を映します。

➋プロジェクタ
スクリーンへ映像を映します。

➌Ｗｅｂカメラ
教室の生徒の様子を映し、接続先へ配信します。

➍スピーカー
専門家、相手校の指導者および生徒の音声を教室に出力します。

➎指導者用端末
自校の生徒への指示、専門家および相手校の指導者との接続に使用します。

➏無指向性マイク
自校の音声を接続先へ送ります。

➐生徒用端末
専門家や相手校の指導者から指示されたものを提出したり、アンケートに回答
したりします。

滋賀県総合教育センター
https://www.shiga-

ec.ed.jp/www/contents/167419
5279569/index.html

遠隔教育を取り入れる際、接続先はどのように選択し、
見つけるとよいですか？

Ⅲ  遠 隔 授 業 の 実 施
３．講義のための機器配置図と各機器の役割【専門家とつないだ遠隔学習、教科・科目充実型の遠隔授業】

Ⅳ  遠 隔 教 育 に 関 す る Q ＆ A

研究で開発した三つのシート
・らくらくつなぐシート
・なが～くつなぐシート
・がっちり授業デザインシート

研究で使用したカード

研究で使用したマニュアル
・遠隔授業に向けた基本操作マニュアル(生徒用)
・Microsoft Teams トラブル対応マニュアル(指導者用)
・Microsoft Teams ブレークアウトルーム操作マニュアル(指導者用)

生徒の考えを講義内容に反映する
講義内でMicrosoft Formsを用いたアンケート

を実施し、即時に共有した結果を講義の内容に
反映することで、生徒が学習内容と自身の考え
を結び付けることができるようになります。

講義を充実させるための工夫(実践事例)

ポスターＡ講義を配信する専門家 講義を受ける生徒

本研究では、学校間を連携した遠隔授業モデル
を構築し、活用することを通して、生徒の「協
働的な学び」の充実を図りました。
高等学校の第１学年を対象とした研究ですが、
他の校種・学年でも御活用いただける部分は多
くあると思いますので、是非御覧いただき、遠
隔教育に取り組んでいただければと思います。

デザインの専門家からのアンケート

ポスターを見て、それぞれどのよう
な印象を受けましたか？

ポスターＢ

６

ポスターＡ ポスターＢ

親しみやすい

食べてみたいと思った

栄養がありそうだと思った

気になった

わかりやすい

おいしそうだと思った

「郷土料理」ということが伝わった

子どもが見そうだと思った

鯖そうめんを知らない人でもイメージ

できると思った

誰かにすすめたいと思った

自分には関係ないと思った

アンケートの結果

遠隔教育を初めて授業で取り入れてみようと思います。
どのようなことから始めるとよいですか？

下記の表のように遠隔教育に期待される効果に応じて最適なタイ
ミングを検討しましょう。

タイミング 期待される効果の例

導入 ･学習意欲や相手意識を高める
･学習課題に対する意識を高める

展開 ･学習活動の幅を広げる
･多様な意見や考えに触れる

まとめ ･学習したことをまとめ、発表する機会を創出する

遠隔教育を授業に取り入れる際、授業中のどのタイミン
グで接続するとよいですか？

授業中に接続トラブルが発生することが怖くて、なかな
か遠隔教育を授業に取り入れることができません。

研究内容の詳細、シート類のダウンロードはこちら

「遠隔教育に関する研究」についての研究論文、実践事例
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